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令和４年度 健康局 主な事業の実績 
 

市民の生命・健康と安全を守るため、令和４年度は、 

① 新型コロナウイルス感染症対策として、「感染拡大防止」や「医療提供体制の確保」、「新型コロ

ナウイルスワクチンの接種」に引き続き全力で取り組むとともに、新型コロナウイルス感染症

の健康二次被害への対策を行いました。 

② 誰もが健康になれるまち「健康創造都市ＫＯＢＥ」を目指し、健康寿命の延伸、健康格差の縮

小、市民の健康づくりの取り組みを進めるとともに、地域医療の確保、くらしの安心を守る施

策等を展開しました。 

 

 

【新型コロナウイルス感染症対策】  

 

１．感染拡大防止  

（１）相談体制 〔386,161千円〕 

新型コロナウイルス感染症に関する健康相談等を行う「新型コロナウイルス専用健康相談窓口」、日

本滞在歴が５年以内の外国人で日本語での電話相談が困難な方を対象に、三者通訳により症状の相談、

検査や医療機関の案内等を行う「外国人検査相談コールセンター」及び、新型コロナウイルス感染症の

治療・療養後の倦怠感や、息苦しさ等の後遺症に関する悩みを抱えている方への相談窓口である「後遺

症相談ダイヤル」の３相談窓口を運営しました。なお、「新型コロナウイルス専用健康相談窓口」と「後

遺症相談ダイヤル」については引き続き運営しています。 

 

（２）検査体制 〔3,799,459千円〕  

新型コロナウイルス感染症が疑われる場合に、適切にＰＣＲ検査等を実施し、迅速な治療と感染拡大

の防止をはかりました。 

また、重症化予防及びクラスターの未然防止をはかるため、陽性患者の発生した社会福祉施設等にお

ける積極的検査や、高齢者・障害者等の施設の職員を対象とした定期的検査を実施しています。 

さらに、神戸市健康科学研究所において、市内の医療機関等から収集した陽性検体について、ゲノム

サーベイランスを実施することにより、新たな変異株を早期に発見できる体制を確保しています。 

 

（３）保健所の体制強化 〔－千円〕 

  新型コロナウイルス感染症対策や感染症神戸モデルの推進、児童・高齢者の虐待対応等、高まる保健

福祉ニーズに的確に対応するため、保健師 300 名体制の構築を目指し、令和３年度に引き続き約 20 名

増員し、体制強化をはかっています。（令和５年４月 295名） 
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２．医療提供体制の確保  

（１）入院・外来医療体制の確保 〔5,500,062千円〕 

感染症指定医療機関である中央市民病院および適切な感染予防策がとれる市内医療機関の連携のも

と、感染拡大時には最大 465床（うち重症病床 53床）のコロナ受入病床を確保しています。 

また、中央市民病院における重症患者用臨時病棟の運営および集中治療対応を行う看護師の確保・育

成を支援しています。 

新型コロナウイルス感染症に対応する市内医療機関を支援するため、患者の受入れ・検体採取を行う

医療機関への助成や、遠隔ＩＣＵシステムによる診療サポート、重症患者のコロナ治癒後の転院受け入

れに対する支援を実施しました。また、感染者数の増加に伴い、要介護者の入院、陽性妊婦の出産、陽

性透析患者、回復期の要介護患者の転院等にかかる受入体制の強化のための支援を実施しました。 

さらに、外来医療のひっ迫を軽減するため、抗原定性検査キットを無料配布するとともに、検査キッ

ト等による陽性判定者に対し、オンライン等での確定診断を行うオンライン確認センターを設置しまし

た。 

 

（２）宿泊療養施設の運営 〔7,042,922千円〕 

新型コロナウイルス感染症の軽症者等を受け入れる宿泊療養施設を運営しました。（最大確保数７施

設 739床）。 

令和５年５月８日以降は入院調整に時間を要する場合に一時的に要介護高齢者等を受け入れる宿泊

療養施設を９月末まで運営しています。（神戸メディケアセンター１施設 36床） 

 

（３）自宅療養者に対する支援 〔3,198,414千円〕 

重症化リスクのある方は各保健センター、軽症の自宅療養者は自宅療養フォローアップセンターで、

健康観察を行うとともに、症状が進行しつつある方に早期に外来受診や往診・電話診療・オンライン診

療の調整を行い、患者の状況に応じた迅速な対応を行いました。また、休日・夜間の自宅療養者の容態

急変に速やかに対応するため、24 時間対応で電話相談、オンライン診療、往診等の医療支援を実施し

ました。 

加えて、食料・衛生用品等の自宅への配送や、パルスオキシメーターの貸し出しを行う等、自宅療養

に必要な支援を実施しました。 

 さらに、急増する自宅療養者への対応強化のため自宅療養フォローアップセンターの体制を強化しま

した。 

 

（４）新型コロナウイルス感染症の後遺症対策 〔13,470千円〕【一部再掲】 

新型コロナウイルス感染症の治療・療養後の倦怠感や、息苦しさ等の後遺症に関する悩みを抱えてい

る方への相談窓口である「後遺症相談ダイヤル」を運営するとともに、感染後の健康状態を確認する健

診の受診機会や筋力低下を改善する機会の提供を令和５年９月末まで行っています。また、かかりつけ

医等からより専門性の高い治療が必要と判断された場合には、地域の医療機関から紹介する先として、

令和５年２月 10 日より「新型コロナ後遺症連携病院」を４病院設置しています。 
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３．新型コロナウイルスワクチンの接種 〔14,096,078千円〕  

神戸市・一般社団法人 神戸市医師会・公益社団法人 神戸市民間病院協会・公益社団法人 神戸市歯

科医師会・一般社団法人 神戸市薬剤師会と合同で「神戸市新型コロナワクチン接種連携本部」を設置

し、ワクチン接種について連携して取り組んでいます。 

個別医療機関での接種に加え、集団接種会場や配慮を要する方向けの接種会場の設置、巡回接種の実

施等により、安全かつ迅速にできるだけ多くの方に接種いただけるよう取り組んでいます。 

 

４．新型コロナウイルス感染症の健康二次被害対策 

（１）高齢者の健康づくり支援 〔9,182千円〕 

コロナ禍における外出への不安により、医療機関への受診控えや活動量の低下による高齢者のフレイ

ルや認知機能の低下が懸念されていることから、高齢者が気軽に相談できる「シニア健康相談ダイヤル」

を運営しています。 

 

（２）がん検診の受診機会の確保 〔25,000千円〕 

コロナ禍におけるがん検診の中止により受診機会を失った 40 歳総合健診の未受診者に改めて無料受

診券を送付し、再度の受診機会を提供しました。 

 

（３）精神保健相談の実施 〔30,800千円〕 

コロナ禍における生活様式等の変化から生まれる精神的負担に対し、各区保健福祉部、精神保健福祉

センターにおいてこころの相談を実施しています。また、自殺対策として専門職が相談を受ける「神戸

市こころといのちの電話相談」を運営するとともに、休日も電話相談を行っている社会福祉法人に対す

る補助を拡充しています。 
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【健康創造都市ＫＯＢＥの推進】 

 

１．健康づくり支援  

（１）高齢者の医療・介護予防の一体的な実施 〔63,850千円〕  

医療・介護レセプト等から糖尿病性腎症や低栄養等のハイリスク者の抽出や地域の健康課題の明確化

を行い、医療専門職が個別指導（電話、面接、訪問）と、つどいの場での健康教育・相談を実施するこ

とで、より効果的にフレイル予防や疾病予防に取り組みました。 

 

（２）高齢者の健康づくり支援 〔9,182千円〕【再掲】  

  コロナ禍における外出への不安により、医療機関への受診控えや活動量の低下による高齢者のフレイ 

ルや認知機能の低下が懸念されていることから、高齢者が気軽に相談できる「シニア健康相談ダイヤル」 

を運営しました。 

 

（３）食育の推進 〔11,810千円〕  

  子育て中の保護者を対象にした離乳食の作り方講座の拡充や世代ごとの課題に応じたレシピ動画「Ｋ

ＯＢＥ食の応援レシピ（子育て篇、アレルギー対応篇、塩分カット篇、フレイル予防篇）」の発信、栄

養相談ダイヤルの運営により、生涯を通じた切れ目のない食育推進に取組みました。 

 

（４）ヘルスケアデータの活用 〔30,655千円〕 

科学的根拠に基づく保健事業を実施し、市民への効果的なフィードバックを行うため、医療・介護等

のレセプトデータや健診データを連結・匿名化した新たな情報基盤である「ヘルスケアデータ連携シス

テム」等で得られたデータを活用し、学術機関等と協働した研究や実証事業に取り組みました。 

 

２．がん対策の推進  

 （１）がん検診 〔1,164,981千円〕【一部再掲】 

40 歳総合健診受診券や、20 歳の女性を対象とした子宮頸がん検診無料クーポン券配布等の受診勧奨

に加え、特定健診とがん検診が同日に受診可能なセット健診を実施しました。 

市民の利便性向上のため、新たに集団健診へのＷＥＢ予約システムの導入や、大腸がん検診（郵送方

式）へのキャッシュレス決済を導入しました。 

また、コロナ禍におけるがん検診の中止により受診機会を失った 40 歳総合健診の未受診者に改めて

無料受診券を送付し、再度の受診機会を提供しました。 

 

（２）がん患者の治療と社会参加等の両立支援 〔32,785千円〕  

がん患者の療養生活の質（ＱＯＬ）の向上および経済的負担の軽減と社会復帰を支援するため、抗が 

 ん剤や放射線治療等のがん治療の影響による脱毛や手術による乳房切除等、外見の変化への不安を持つ

がん患者に対し、ウィッグや人工乳房等の外見補正にかかる用具の購入経費の一部を助成しました。 

がん患者のための就労支援講演会の実施等、がん患者の現状や課題について情報提供を行いました。 
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３．歯と口腔の健康づくり対策 

 （１）オーラルフレイル対策 〔18,646千円〕  

65歳の市民を対象に、地域の歯科医院において、オーラルフレイルチェックを行い、口腔機能の回復

を図ることで心身のフレイル予防へと繋げました。 

さらに、チェックの結果、口腔機能の低下が認められ、介護予防の取組みが必要な場合は、あんしん

すこやかセンターと連携し、支援が必要な方を適切なサービスへ繋げました。 

 

（２）フッ化物洗口・塗布の実施 〔2,909千円〕  

むし歯予防の効果的な手段であるフッ化物洗口・塗布を、外部人材を活用しながら、小学校のモデル

それぞれ２校において実施しました。また、１歳６か月児健診でのフッ化物塗布により、子どもの歯・

口の健康づくりを推進しました。 

 

 （３）歯周病対策 〔61,069千円〕  

歯の喪失の主な原因である歯周病等を早期発見することを目的に、満 40歳・50歳・60歳の方を対象

とした歯周病検診及び、妊婦と 75歳の方を対象とした歯科健診を実施しました。 

 

４．精神保健対策  

（１）精神保健福祉対策の強化 〔－千円〕 

各区保健福祉部において、精神保健福祉手帳の新規申請者に対し、保健師等による全員面接を実施し、

精神疾患の早期発見・早期治療を促進しました。 

また、対応困難事例について、精神保健福祉センターの「区でかけるチーム」が定期的に巡回し、各

区に対し支援方法を助言することにより、市民サービスの質の向上をはかりました。 

 

（２）精神障害者の地域移行・地域定着の推進 〔31,089千円〕  

退院可能な精神障害者が、地域での生活に円滑に移行できるよう、精神科病院の入院経験等自らの経

験をもとに具体的アドバイスができるピアサポーターの養成およびピアサポーターによる精神科病院

での支援活動等により、地域移行・地域定着の取り組みを推進しました。また、措置入院等の精神障害

者が、必要な医療・介護・福祉等の支援を途切れさせることなく地域で暮らせるよう、継続支援チーム

による支援を行いました。 

 

（３）各種相談の実施 〔32,178千円〕【一部再掲】  

各区保健福祉部、精神保健福祉センターにおいて、当事者・家族等からの精神疾患に関する相談を受

ける精神保健福祉相談を実施しました。また、自殺対策として「神戸市こころといのちの電話相談」を

運営するとともに、休日も電話相談を行っている社会福祉法人に対する補助を拡充しました。 

さらに、精神保健福祉センターでの依存症に関する専門相談の対象を、アルコール・薬物依存に加え、

ギャンブル・ゲーム依存にも拡充するほか、兵庫県と共同で設置している「ひょうご・こうべ依存症対

策センター」における専門相談や支援者の養成等により、依存症患者およびその家族等に対する包括的

な支援を行いました。 
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５．難病対策 〔3,123,343千円〕  

原因が不明で治療法が確立していない難病のうち、国が指定する 338疾病について医療費を助成する

ほか、難病患者等に対する相談・支援、地域交流活動の推進および就労支援等を行う拠点施設として「難

病相談支援センター」を運営しました。 

災害時における在宅人工呼吸器使用者の安全確保のため、非常用電源装置等の購入に係る費用の一部

を助成しました。 

 

６．予防接種の実施 〔4,111,283千円〕  

子育て世代の経済的負担軽減のため、任意予防接種である小児のインフルエンザワクチン（１～13歳

未満）、おたふくかぜワクチン（１～３歳未満）の接種費用を一部助成しました。また、小児がん治療

等のため、定期予防接種で獲得した抗体が失われた場合に実施する予防接種の再接種にかかる費用を助

成しました。 

子宮頸がんワクチンの積極的な勧奨が再開されたことから、定期接種対象者に対し個別通知を行いま

した。また、定期接種の機会を逃した世代に対しても個別に通知し、無料接種を実施しました。 

妊婦の罹患による出生児の先天性風疹症候群（ＣＲＳ）を予防するため、風しん抗体保有率の低い世

代の男性に対する抗体検査・定期予防接種を実施しました。 
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【地域医療の確保】 

 

１．市民病院の運営〔8,960,065千円〕【一部再掲】  

地域医療機関との連携・役割分担のもと、救急医療や高度・専門医療等の政策的医療を担い、質の高

い医療を安定的に提供することで市民の生命と健康を守る役割を果たすとともに、いち早く市民に最新

の医療を提供できるよう、神戸医療産業都市の中核機関である中央市民病院の臨床研究推進センターを

中心に、治験・臨床研究のさらなる推進をはかりました。 

医療機関等の重要インフラへのサイバー攻撃対策として、コンピューターの不審な動作を監視する仕

組みなど、医療機関等が攻撃者からの侵害を早期に検知するためのシステムを中央市民病院において導

入しました。 

また、新西市民病院の開院に向けて、新西市民病院整備基本構想（令和３年度策定）を踏まえ、各診

療部門の施設整備等について検討を進め、基本計画を策定しました。 

 

２．急性期・回復期から生活期までの一体的なリハビリテーションの提供〔2,724千円〕 

  本格的な超高齢社会を迎え、65 歳以上の高齢者の人口がピークとなる 2040 年問題への対応が必要と

なる中、今後リハビリテーション医療に求められる役割が非常に重要となることから、急性期から回復

期・生活期までを包括する地域一体型のリハビリテーションプログラムの構築・運用を目指し、本市と

神戸在宅医療・介護推進財団が事務局となり、医師会・民間病院協会をはじめ地域の医療・福祉関係者、

学識経験者などで構成する「キュア神戸」を設立し、心臓リハビリテーションから一体化プログラムの

パイロット運用を開始しました。 

  

３．地域医療の確保 

（１）救急医療体制の整備 〔725,832千円〕 

市民がそれぞれの症状に応じた治療を受けることができるよう、初期（一次）から三次までの救急医

療体制を確保しました。 

軽症患者に対応する市内４か所の急病診療所の運営により、二次・三次救急医療機関の負担を軽減し、

持続可能な救急医療体制を確保しました。 

 

（２）地域周産期母子医療センターへの支援 〔110,000千円〕 

ハイリスク妊婦や新生児に対する医療を守るため、地域周産期母子医療センターの機能維持に対する

支援を行いました。 

 

 

４．神戸市看護大学の運営・地域への貢献 〔1,012,020千円〕  

保健・医療・福祉の教育研究拠点として、社会的ニーズに対応した幅広く高い能力を持つ看護人材の

育成や、学術研究、地域貢献活動、国際交流の推進等により、学術の発展並びに市民の健康と生活の質

の向上に取り組みました。 

受験者数の増加および市内就職率の向上に向けた取り組みとして、令和５年度入学者より入学金を減

額するとともに、令和４年度卒業生より市内医療機関等に就職した場合に奨励金を支給する制度を創設

しました。 

7



 
 

 

【くらしの安心を守る】 

 

１．健康危機管理体制の強化 〔34,158千円〕    

  新型コロナウイルス感染症をはじめ、感染症や食中毒の検査・調査研究を行っている神戸市健康科学

研究所において、今後の新興感染症等に備え、未知の病原体やまれな病原体にも迅速に対応できるよう、

病原細菌を一括解析できる機器の導入や、先端機器が生み出す膨大なデータを処理する体制の整備によ

り、高度な危機管理体制を構築しました。 

 

２．斎場・墓園の再整備 〔28,120千円〕  

  増え続ける火葬需要に対応するため、老朽化した西神斎場の火葬炉の更新を行うとともに、鵯越斎場

の建替計画等を策定しました。 

また、墓地に対する市民の意識やニーズが変化している状況を受け、有識者会議において、将来を見

据えた今後の市立墓園のあり方、方向性等について検討を行いました。 

 

３．こうべ動物共生センターの運営 〔45,189千円〕   

令和３年度にしあわせの村内に新たに開設した「こうべ動物共生センター」にて、犬猫の譲渡事業や、 

動物を介して人の健康に寄与するアニマルセラピー等の事業を実施し、動物愛護事業の充実をはかりま

した。 

  

４．銭湯の持続的経営支援および活性化 〔98,286千円〕   

  若い世代に銭湯に興味を持ってもらうことを目的として、令和４年度は、市内大学生を対象とした入

浴料無料制度を期間限定で試行実施しました。 

また、一般公衆浴場の入浴料金の値上げ分（統制料金 450 円→490 円）について、市民が値上げ前の

価格で利用できるよう差額を補填するとともに、大人と子どもで銭湯を利用した場合の入浴料割引も引

き続き実施しました。 

加えて、老朽化した設備の改修助成制度を拡充するとともに、原油価格の高騰が続いている状況を踏

まえ、補助制度を拡大し、銭湯の持続的経営支援および活性化をはかりました。 

 

【保健所の体制強化・ＤＸ推進】 

 

１．保健所の体制強化 〔－千円〕【再掲】 

  新型コロナウイルス感染症対策や感染症神戸モデルの推進、児童・高齢者の虐待対応等、高まる保健

福祉ニーズに的確に対応するため、保健師 300 名体制の構築を目指し、令和３年度に引き続き約 20 名

増員し、体制強化をはかりました。（令和５年４月 295名） 

  

２．保健所のＤＸ推進 〔108,437千円〕 

患者データ管理アプリの活用や結核患者情報のシステム化等、デジタル技術の活用による業務効率化

を行い、保健所業務のデジタル化を推進しました。 

  衛生監視事務所の業務全般についてペーパレス化を進め、業務の効率化をはかりました。 
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予 算 現 額 決 算 額 翌 年 度 繰 越 額 不 用 額
決算
明細
書頁

76,121,897,000 64,127,180,254 2,839,728,000 9,154,988,746

1 衛 生 総 務 費 16,105,002,000 14,887,281,502 587,815,000 629,905,498 60

2 公 衆 衛 生 費 57,227,602,000 47,468,487,628 1,348,791,000 8,410,323,372 61

3 環 境 衛 生 費 2,789,293,000 1,771,411,124 903,122,000 114,759,876 62

13 1,014,768,000 1,012,018,380 0 2,749,620 82

9 看 護 大 学 費 1,014,768,000 1,012,018,380 0 2,749,620 88

77,136,665,000 65,139,198,634 2,839,728,000 9,157,738,366 95歳 出 合 計

5 衛 生 費

歳 出

款 項

教 育 費

60
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